ノートルダム清心女子大学附属図書館蔵 黒川真頼詠・同春村評『もゝちとり』翻刻(3) by 香山 キミ子
ノートルダム清心女子大学附属図書館蔵 黒川真頼
詠・同春村評『もゝちとり』翻刻(3)
著者 香山 キミ子
雑誌名 清心語文
号 14
ページ 41-56
発行年 2012-09
URL http://id.nii.ac.jp/1560/00000210/
四一
清心語文　第 14 号　2012 年９月　ノートルダム清心女子大学日本語日本文学会
たっては印刷の都合で右傍に移し、すべて「、 」で統一した。
一、添削が入り組んで読みにくい歌については、読みやすい形
で当該歌の左側（
　
）内に記した。
一、墨で塗りつぶした箇所は
で示した。
一、 五二頁上段 「かち枕
0
」 は 「旅」 題の貼布歌であり、 「羇中述懐」
題 「のきのつま」 の歌はそれに続く貼布歌であると思われる。
凡
　
例
一、本稿は『清心語文』第十三号所載、 「ノートルダム清心女
子大学附属図書館蔵黒川真頼詠・同春村評『もゝちとり』翻刻（二） 」に続く翻字成果である。
一、 今回は恋部八九首（二九オ～三六ウ） 、 雑部一一二首（三七
オ～四四ウ）を翻字した。
一、春村朱筆書入の評語類は各歌の左側上部及び下部に記され
ており、原本通りに翻字した。
一、春村朱筆書入による添削箇所についてはすべて当該歌の右
側に付した。
一、 漢字の字体は原則として現行の字体を用 たが、 「峯」 「濱」
などのように一部原本通りにした場合もある
一、見せ消ち点は稿本では概ね左傍に付してあるが、翻刻に当
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四二
　　　
欲言出恋
写かくなからいひもいてなてこひしなはよの常のとや人にいはれむ
	
よろしくや
人にいはれむの句今すこしあるへし　　　
不言恋
					 柴
　　　　
ひとり
										 く
写木
0
かくれに◦花さきそめし
0000
山吹のいはぬいろをも人はしらな
　
む
	
よろし
し文字おたしからす
写いはしたゝいひいてゝ人のつれなくはいはぬに増るおもひこそせめ
	
これも
いはぬよりこそ思ひまさらめとあるへき欤
写夏草のひるはしなひてくれゆけはもゆる蛍そ身のたく なる
	
よろしくや
　　　
忍恋
　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　
																												 るほとのかきり欤
写よしやなのたゝはたちねとおもふこそしのふ心のよわりなりけれ
	
これも
よわりをかしからす
翻
　
刻
　　　
恋
　
青渕にあそへる魚のひれふりてそこひもしらすいるこゝろかな
そこひもしらす
	 序に今すこしうちあはぬ欤
　
又恋のかたにとりては落句いらるゝとあら
まほし　　　　　　　　　 　　　 　　
			 た
写ますらをの山をぬくてふ◦ちから
に
0
も恋にしあはゝたへすや
あるらむ
	
よろし
に文字おたしからす
写世の中に恋てふこと なかりせは かき心はなにゝみえまし
	
よろしくや
ものゝあはれは
	 これよりそしるとあるよりはすこしおとれり
　　　
初恋
写いひやせむいはてやあらむおほつかなこや世の人の恋といふもの
	
これも
写うれしともうしともわかておちそむる涙や恋のはしめなるらん
	
いとよろし
四三
　　　
見恋
写をくるまのをすのすきかけみてしよりひかれそめぬるわか心かな
	
ことによろし
　
時津風雲ゐにふきてうつしほのみつとはかりに恋しきやなそ
四句今すこしか
　　　
　　　
不見恋
写音にきくあふくま川の遠けれは恋こそわたれかけをたにみて
	
よろしくや
　　　
僅見恋
　
ほのみえし軒はのをすのすきかけのはやも
かゝりけるか
な
　　　
夢見恋
　
あふゆめにあはぬうつゝをことならは へてみ へきよしもあらなん
	
二首ともに今すこし
　　　
尋恋
写ちさとゆく駒しもあらはえてしかなのりて尋む人 行へを
	
よろしくや
写ものおもふ身をしるあめのいかてかはつゝむ心にそむくなるらむ
	
よろし
写わか袖の涙の川をせきわひてくみしられなはいかにしてまし
	
よろしくや
　　　
忍涙恋
　　　
						　
たみ
　　　　　
				 も
写たへかねて
00
もらす涙を
0
朝ことの鏡のほかはしる人もなし
	
これも
　　　　　　　 　 　　　　
												 つ
　
写落たきつ滝のしらたまひろひぬ
0
と人にはいはむ袖の泪を
	
よろし
　　　
聞恋
写秋風のふきあけの濱にさく花の名にのみ人を恋わたるかな
	
これも
写おとにのみきくの濱わをふみみねはいまたみるめもひろはさりけり
	
又
四四
　　　
憑恋
写たのむるにいのちものふるこゝちかなあはゝ千とせもいくへかりけり
	
これも
　　　
憑媒恋
写山畑に賎かつくろふからうりのなりぬときくもうれしかりけり
　　　
待恋
写あはてふる年月よりもおきゐつゝまちくらすまのはるけきやなそ写たのめてしそのよのみかの月影のもちになるまてあはぬ君かな写恋〳〵てわかまつ君は月影のいてゝ山ちを今やこゆらむ
　　　
待空恋
写わか中はうときへたてのさよ衣いかなるかたにうちかはすらん
　　　
来不留恋
写ふりはへて君 こしちはうれしきをつらくも山の名に へるかな
	
すへてよろしくや
　　　
祈恋
写あはれとも神もみそなへいさ川やいさめぬ道にまとふ心を写今はたゝありてかひなき玉のをゝたえねと神にいのるはかり
　
そ
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　
																													 に
写いのらしよ平野の松の露にさへしくれにさへも
0
つれなかれと
　
は
	
いつれもよろしくや
　　　
祈不逢恋
写かくはかりいのるかひなきわか恋は心やあさき神やいさむる
	
いとよろし
　　　
誓恋
写大ひえをし の浦波こえはこそ君とちかひしこ たかはめ
	
すくれてよろしく聞ゆ
　　　
契恋
写恋ゆゑはおろか心となりにけり来ん世をさへも きるはかり
　
に
	
よろし
写かはらしなわれもかはらし年ふとも思ひわするなわれもわすれし
	
よろしくや
四五
　　　
名立恋
写から衣はるの桜の陰ならてたつことやすきわかうきなかな
	
よろしくや
写小山田にはふるなるこのなはたちぬ人に心をひかれてしより
	
いとよろし
　
あふくまは袖つくはかりありしかとうき名取川はやくもあるかな
　　　　
浅き川ならねはいかゝ
　
		 ものゝふの
写
馬場にいてゝのる駒のたつなくるしき恋もするかな
	
ことによろし
　　　
惜名恋
　　　 　　 　　　　　　　　
																		 なれ
写こひしぬもたれゆゑならぬもの
としられん後の名こそを
しけれ
　
せきもせしうきなもともに泪川なかれて身にもかへ さ せは
　　　
立無名恋
　　　　 　　 　　　　
																																				 まるゝとてもうれしからまし
　
君とわかまきしう 名の種ならはつ
　　　
	
いつれもいますこしつゝけからいかゝ
　　　
不逢恋
写ほのかにもみてたにたへぬわか恋をあはぬや君かなさけなる　
らん
	
よろし
写あふことはなにはの浦のあま衣まとをにのみもなり増るかな
	
よろしくや
写はりまなるしかま さとにそむるてふよかれ ちなる恋もするかな
　　　
難逢恋
　　　　
																			 すきの玉の
写わきも子か手
ふさにまける
000000
たまさかにあふせもあらはなにか
歎かむ
	
これも
手ふさ快よからず　　　
逢恋
　　　 　　 　　　　　　 　
																							 おもひ
写あふよはの枕のちりははらへともあすの
をいかにしてま
し
	
よろしくや
写かくはかりあまるなさけをこよひまていかにかくしてつれなかりけん
	
よろし
四六
　　　
後朝恋
　　　　 　
					 わか
写あふ
こと
00
に命をかへはわかれてのけさかく物はおもはさらま
し
	
よろしくや
　　　
顕恋
　
かり衣しのふのみたれかきりありてつひにはいろに顕れにけり
	
上句いますこし
写雲はらふ嵐ののちの月なれやのこるくまなく顕れにけり
	
よろしくや
　　　
切恋
写のちにたにおもひけりとも君 らは恋にしぬともをしからなくに
	
これも
よしやわか
　　
わみ
　
玉のをよたえなは えね
0000000
絶ぬとも君かあたりははなれしもせ
し
	
よろし
（よ やわか玉のをよわみ絶ぬとも君かあたりははなれしもせし）
　　　
不惜名恋
　　　　
							 は
写よしや名
よ
0
たちなはたちねをしからはしなむはかりのものは
思はし
	
よろしくや
　　　
増恋
　
いやましにまさるおもひのくるしきにのせてすつへきあし舟もかな
	
あし船不覚悟
　　　
別恋
写庭のかけ門田のしきの百羽かきしきりになりぬきぬ〳〵の空
	
発句今すこし
写ひきとむる袖のわ れのたゆたひにしらみしひまも日影さしつゝ
	
よろしくや
　
のこれるも露けかるやと有明 月にとひつゝひとりこそくれ
	
詞たらぬこゝちす
　
明はてゝゆかはたつ名とふ きよのわかれといつれを くも有かな
	
句々とゝのひわろし
四七
　　　
被厭恋
　　　　
																							 なから
写大空のいとはれてより
000
袖のうへに身をしる雨のふらぬ日そな
　
き
	
これも
　　
変恋
写かはりゆく人の心の種もかなわするゝ草を身にもまかまし
　　　　　　
							 たのめ
写たまのをよ
し人の言の葉とともにたえなてなにのこる
らむ
	
ともによろしくや
　　　
被忘恋
　　　 　　 　　　
												 ことなく
写ちかひてし人の命は
てわか玉のをの絶ぬへきかな
写今はたゝたれ住の江のきしもせて忘 さ みしけりゆくかな
	
これらも
　　　
悔恋
　　　　 　　　　　　　　　　　 　
																							 い
写あらいそによせくる波の ちかへりく
ひ
0
てかひなき人のこゝ
ろか
	
又
　　　
思恋
写春の日にあかるひはりのねをそなくおもふ心は空になりつゝ
	
これも
写わか恋の山はよしのゝおくなれや身をすてゝこそ思ひ入ぬれ
	
よろしくや
　　　
思煩恋
　
目には見す音にはきゝぬやまとなる君ににるてふ耳なしの山
	
	 今すこし
　　　　　 　 　 　　　　　　　　 　 　　　
											　
も
写夏しらぬみ山のおくの庵ならてかひなく
て
0
のみすくるころか
な
	
よろしくや
て文字わろし　　　
片思恋
写いひなすはよの人ことの常なるをありのままにもつらき君かな
	
一二句今すこし
　　　
思疲恋
写恋やせに身はやせけり みちのく けふの細布むねもあふまて
	
よろし
四八
　　　
負恋
　
	 ミネ
　　　　　　　　　　　　　
							 タレ
　
峯にふる雪みるとのゝ玉すたれまけて恋しき君にもあるかな
被
レ巻をまけてといふは俗語
　　　
通書恋
　
玉章のたよりはかりに遠つ人かりそめに
0
にとふおとつれもな
　
し
	
玉つさのたよりも又おとつれなるへし
　　
両方恋
写かにかくに心そうつる朝な〳〵おほふ鏡 ふた方 して
	
よろしくや
　　　
老恋
　　 　　 　　　 　 　　 　　　 　　
																										 スサ
写恋草の色はむ しにかはらねと人の心の駒もすさめす
	
これも
　　　
幼恋
写咲そめしはゝそかもとのなてし子を人のつむらんことをしそ思ふ
	
又
　　　
独寝恋
写あはぬよをかさねけるかなひとり寝を身のならはし おもふはかりに
	
よろし
　　　
絶恋
写中絶て年もへにけりいとひてしうき名はかりを思ひてにして
	
又
　
かさゝきの橋もつくるを秋来てもたとふ◦方なく絶し中かな
	
る文字なきはいかゝ
　　　
欲
欤
　　
歎絶恋
写風わたる軒はに ゝるさゝかにのいとたえ〳〵になれる中かな
	
よろしくや
　　　
馴恋
写朝な夕なしほさゐひとくあはの海のなるとはなしになれし君かな
	
これも
　　　
疑恋
　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　
																													 る文字たらす
写身におはぬ君かこよひのかねことにいらふ◦言葉もたゆた
れつゝ　　　
隔関路恋
写うとかりし衣の関をいまはたゝ中にへたてゝあふよしもなし
	
よろしくや
四九
　　　
立春
春きぬるけしきもしるく大八嶋かすみそめたるけさののとけさ	
よろしくや
　　　
元日
やとことに朝戸やりをそいそくなる御代あたらしき春にあふとて
	
これも
　　　
霞
　　　　　　　　　　　　　　
	へ
ふしの根にたえしけふりを久方の空にまかひ
0
てたつ霞かな
	
よろし
　　　
梅
　　　　　
	　
を
はる風はみな梅か香 なりはてゝあら 里さへかほ
0
る頃かな
	
よろしくや
　　　
天
　　　　
														　
や
　　　　　　
					 みえわたる
神代には遠からさりし天の原いと
0
はるかにもなりにける
00000
かな
	
いとよろし
　　　
地
ふた神のつくりたまひし大八島なゝつ 道の国となりけ	
よろしくや
　　　
恋天象
写わか思ふ心をしりてさそふらん月にはみゆる人の面影
																																																												 さよは
写山のはに出くる月の君ならは◦ふくとも何か
00
なけかさらまし
　　　
恋地儀
写人心浅間の山の浅けれはわれこそもゆれむねの思ひに
	
いつれもよろしくや
　　　
人のつれなかりけるに
写てる月の桂の川にすむあゆの手にもとられぬ君にもあるかな
　　　　　
								 つひには
　　　　　　　
				　
て
　
		 心
写おしかへし
いつしか
00
手にもならし
み
0
む
人
0
あらきの真弓なりとも
	
	
ともによろし
　　　　　　　 　　 　　　
真頼
　　 　　 　　
めつらかなるもすくなからて感気ふかく覚え申候
　
嘉永元年極月四日
　　　　 　
古今序考はすこし見あはせてのうへに申すへき考あれは
　　
春のたよりまてあつかりおき侍り
　　
歳末いはひ給はりをさめ侍 ぬ
五〇
　　　
橋
	 をとめ子か
　　　　　　
					 にしいにしへ
朝な夕な
0000
かよひなれけむ少女子
00000
をしのひそ渡るまゝの継橋
	
よろし
　　　
池
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
けるかな
島の宮まかりの池は水かれて月影さへもすますなりにき
0
　
	
いとよろし
　　　
海
わたつみはあやしきものか沖津波花にさきたち雪にまかへり	
よろしくや
　　　
故郷
今はたゝあすかの都名のみにて空とふ鳥の跡ものこらす	
これも
おとにきく大津の宮の花盛あれにし後はしかの浦波	
よろし
かせの山くにの都 さく花のひとさかりにてうつろひにけり	
よろしくや
　　　
仙家
百とせをひと春にみる住ひにや花に くてふこともしるらむ	
今すこし
　　　
雨
　　　 　　 　　　　
														 音を雨ときゝしる
山里の草のいほりにふる
よはのしつけさ
	
よろし
ぬれしとて袖うちはらふかひもなしさのゝ渡の雨の夕くれほたの火も
	
よろしくや
　　　
暁
ねさめしてひま らむまを松の戸にちかき野寺の鐘そきこゆる	
可然候
　　　
春の田のかたかけるに
かへさるゝものともしらて咲にけりあはれ山田のすみれなつなは
	
よろしくや
　　　
関
ふりにける名のみと めて鈴鹿山すゑけん関の跡も こらす	
よろし
　　　
坂
　　　　 　
									 へ
つはものゝふまひ
0
てならのみ代よりそ木曽のみ坂はふみはしめ
ける
	
可然候
五一
さひしさは高野の奥の朝ほらけ木ふかき谷の有明の月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
可然候
　　
別
とゝめわひしたふわか身の駒ならは君にひかれていなましもを
	
これも
をしとてもつひの別にあらなくにさらにいくへきこゝちこそせね
	
又
　　　
旅
なにゝわか枕むすはん夕まくれ木にも草にも風やとりけりわかのれる駒のたてかみうちな き嵐 く り足柄の山つたかつらしけれるよりもふりつみてゆきそ つらふうつ 山越梢ふく山ちの秋 旅衣なみ も袖にちる嵐かな風にゆく雲のみ旅の友と見ていく日 きその山ちこゆらん草枕寝覚てきけは賎のめかたれにかす 衣う らん旅といへは野辺の草葉をい むしろなれにしやとにし 物そなきのる駒はいたくつかれぬ箱根山さかしきみ坂 かて越まし
　　　
廃宅
　　　　 　　　　　　
															 くらめそれさへ
年ことのその春秋のつはめさへ今は
00000
すまはすなりしやとかな
	
今すこし
燕は古人つはくらめとよみてつはめとよます万葉集にたゝ一首燕をツハメとよめるあれと訓点なれはたしかなる証としかたし猶例あるか考ふへきものそ　　　
閑居
市人のあくれはとよむ大路にもすまるゝ物はこゝろなりけり	
これも
心をはかけひの水のひとすちにおもひすませる山陰のいほ	
よろしくや
　　　
幽居虫
駒なへてとはれしことはむかしにて門のむくらにくつわむしなく
	
これも
庭の面はむしの住かとなりにけりはてはいほりもなれ ゆつらむ
	
可然候
　　　
寺
くも霧のかゝる らまの山寺に法のともしひ かくも有かな	
よろしくや
五二
わか軒の花さきにけりあはれまたことしも春になりにけるかなおちしひもおひて木高くなりにけりわか山住 かくそへ	
ともに今すこし
　　　
山居
　　
			 は
　　　　　　　　　
				 清み
　　　　　　
						 も
山陰や
0
なかるゝ水の音きけは
000
すまぬ心は
0
あらしとそおもふ
	
よろしくや
　　　　　　
				 に風ふく
山さとの松の嵐の
000
夕くれはうきよの外のうき世なりけり
	
よろし
　　　　　　　 　　　　 　　　　　　
											 ら
今はたゝ世のうきことに引かへてきゝこそなれ
0
せ軒の松風
	
よろしくや
みよしのゝよしのゝ奥に かれてもなほちる花のうさは有けり	
可然候
　　　
田家
真柴もてかこふ山田のひとつ庵とひきてみれは人もすみけり	
よろしくや
　　　
述懐
むらきものこゝろにもかなますらをか山をぬくてふその手力を	
今すこし
　　　
				 ねぬる夜
　　　　　　　
	　
			 日頃経て
　　
						 きねも
　　　　　　　
				 り
かち枕うきね
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